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 １ 論文題目（英文の場合は，和訳を付記すること。） 
    原子力利用を巡る社会的問題解明のための意識構造分析手法の構築      
                                        
                                        
 
 ２ 要  旨（和文 2,000 字程度又は英文 800 語程度にまとめること。） 
 本研究では、原子力利用によって生じる社会的な問題に対する分析手法の構築を目指
した。そして、構築した手法を適用して、福島事故後の原子力を巡る状況について探求
した上で、原子力利用を巡る社会的な問題の解決に向けた方途について検討した。     
 まず、意識調査に着目し、問題を分析する手法として活用するために求められる要点





とが本研究の特徴である。以下に、本研究の構成を示す。                          





 そこで、第 3 章では福島事故前の原子力を巡る市民意識や社会状況を読み解くために
必要な情報を俯瞰的に収集し、整理した。                     










氏名 篠田 佳彦 
的な問題は意識変動に関わることを示した。これまでの知見から質問項目を設定すると
共に、市民と原子力関係者の意識を継続的に調査し、経年変化を追う必要性を指摘した。

















市民と原子力関係者の意識改革が重要な役割を担うことを示唆した。         
 第 6 章では、福島事故後の原子力を巡る社会的な問題の解決に向けた意識変革の要点
として、リスク概念と合意形成の方法論を題材に両者の意識改革の方向性を補強した  









ものではない。今後も、市民を中心に意識動向の調査・分析が必要である。           
